
感想
考察

◆活動全般について
・前回の訓練を踏まえて万全の準備と打合せを行ったため進行が大変スムースで、作業も効率よく進
み予定時間内にすべての科目の講習が終了できた。
・今回の受講生は年配者と女性も多くいたが、とても熱心で進んで体験に参加されていた。
・各講習科目について内容が理解出来ないという人はいなかったので実施した意義があった。
・受講して大変役に立ち良い経験になったとの感想を多くいただいた。
・2回の実施で募集による自主的参加と半強制的参加との参加者の意欲及び作業態度の違いを感じ取
ることができた。
・作業班を多くすると理解度が増し、作業効率も上がり、全員が体験出来る等のメリットがあった。

講師

・土のうの作り方説明・土のう積み工法・改良土のう積み工法
・家庭でできる簡易浸水防止法（水のう作り）

・日常良く使うロープワークの種類を訓練の中で実技指導
・風水害の知識と対応の講話

③作業指導　15:05～16:00

・土のう積み工法で水量に応じて土のう段数を変更する積み方
・誰にでも出来る簡単な水防工法の実技及び一般的なロープの結び方について学習

平成24年10月13日(土)　13:30～16:00

伊賀市大野木清水（長田遊水地）

実施河川レンジャー 西田河川レンジャー

伊賀市中消防署　松本　芳明・高田　智宏・井岡　清行

活動内容

①土のう積工法　13:30～14:50

②技術講習及び講話　13:35～13:50

実施場所

活動目的

活動No H24-⑨

水防技術講習会　※伊賀市市民ふくし大学講座と合同開催活動名

近年多発してきているゲリラ豪雨による小川や水路から家屋への浸水や下水路からの逆流などの緊急
時に応急対応することによって災害を最小限に食い止める簡易技術を地域防災リーダーの方に習得い
ただき、地域住民に広くその技術を指導普及してもらうことを目的とする。

参加者 56名

実施日



感想
考察

◆活動目的の達成状況について (アンケート調査結果等より)
・町内向けの防災資料作成の参考にして配布したい。
・家庭で役立つロープの結び方を教わり役に立った。
との感想をいただいたので「緊急時に地域住民が応急対応することによって災害を最小限に食い止め
る簡易技術を地域防災リーダーの方に習得いただき、地域住民に広くその技術を指導普及してもらう
ことを目的とする。」内容を十分達成できたと考える。
・講習時間と内容が丁度良い講習で、女性の方の参加に対し体力的にも無理が無かった。
・参加者全体の感想として忘れない程度に講習してほしいとの意見が出ているため、少人数(50名位)
で年1～2回の計画で定期的に開催する必要があると感じた。
・講習の募集を市の広報やケーブルテレビ等の媒体を使って多くの市民に周知して募集していきた
い。

◆活動運営状況について (要員間の連絡体制や安全管理体制の評価)
・秋晴れの下で和気あいあいの中、当初計画のタイムスケジュール内で全ての講習科目がトラブル無
く進行出来た。
・完全な服装で参加され、作業中の講習運営は無理をしない、安全かつ事故無く進行出来た。
・機材や備品の配置は的確にされていて、作業する上で大変スムーズに進行出来た。
・応援スタッフは必要な訓練現場に張り付き講師の補助や進行管理の調整に的確に対応し協力してく
れた。
・前回の経験を踏まえ、参加スタッフに細かく割り振った作業内容と時間単位の指示書を渡した結
果、各スタッフが率先して持ち場役割を理解し活動されたので大変スムースにトラブル無く進行出来
た。
・安全面では各作業で講師の説明に従い、慌てず落ち着いて助け合いながら作業をしていたため無事
故で終了できた。
・当日の準備の段階から社協職員がいろいろ手伝いをしていただき協力してくれたため会場設営も早
く終了出来た。
・会場からのトイレ場所が離れていて一番の心配であったが、２回目の休憩時間が多めに取れたため
問題なかった。
・最後まで全スタッフで後片付けをやっていただいたので安全に早く片付けが完了出来た。
・退出の車両も前列より順次誘導送り出しを行ったため停滞・事故無く全員早く退出することが出来
た。

参加者
意見

・講習時間も丁度良い時間数で、講習内容が理解できたと答えた人は大多数でした。
・基礎的な土のう積みやロープワークなので、自治会や子供会で指導してあげます。
・町内向けの防災資料作成の参考にして配布したい。
・今まで体験できなかった訓練であった、大変有意義で良い体験が出来た。
・年一度は実施して、多くの体験者を作り出してほしいという希望意見が数名いた。
・ロープワークは今までにしたことが無かったのでやってみたかった。
・家庭で役立つロープの結び方を教わり役に立った。帰って復習したい。
・和気あいあいのなか、親切丁寧な指導でとてもわかりやすかった。
・機会があれば、ウォーキング・水生生物調査・カヌー体験・防災学習・川下りに参加希望者が多
い。
・全体評価として、参加して良かった、大変役に立ち良い体験が出来た、内容は理解できたという参
加者か大半。



活動状況

風水害講話状況

積み土のう工法風景 改良積み土のう工法風景

水のう作り状況

土のう作り状況 土のう作り状況

ロープワーク状況 ロープワーク状況



広報チラシ等


